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令和5年度 第1回FCP若手フォーラム
開催後参加者アンケート
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1．アンケート調査について
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目的 本年度の第２回以降及び、翌年度以降の若手フォーラムの運営や進め方、その他FCP
活動の参考とするため、第１回若手フォーラムに参加した感想、内容の理解度などに
ついて、アンケート調査を実施

調査対象 令和５年度第１回若手フォーラム参加者 62名 （当日欠席 3名）

有効回答者数 59名（回答率：95.2％） ※小数点第２位四捨五入

方法 会場にて当日参加者記載およびWeb参加者はメールにて回収

調査内容 ◇ フォーラム参加のきっかけ（4選択肢及び自由記入）
◇ 講演：「FCPとは」について（理解度5段階および自由記入）
◇ 講演：「FCP若手フォーラムについて」（理解度5段階および自由記入）
◇ ワークショップ①チーム交流について（感想5選択肢及び自由記入）
◇ ワークショップ①全体交流（名刺交換会）について（感想5選択肢及び自由記入）
◇ 全体を通しての感想（満足度5段階及び自由記入）



http://www.maff.go.jp/j/shokusan/fcp/index.html

2‐1．アンケート結果 （フォーラム参加のきっかけ）
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企業・組織内公募
（自ら希望）

15%

上司からの推薦
75%

過去参加者の影響
8%

FCPの取組に興味が
あったから

2%

大半が、「上司からの推薦」、
その他、自ら希望・過去参加者の影響、など。
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2‐2．アンケート結果 （講演について）
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ａ）「FCPとは」について
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理解できた
41%おおよそ理解できた

56%

やや難しかった
3%

理解できた
46%おおよそ理解できた

52%

未回答
2%

ｂ）「FCP若手フォーラムについて」について

 会社内で聞く共創という考え方が業界全体
の潮流であることがよく分かった。

• WSを始める前にFCPの意義や協働の取り組
みについて知ることができて良かった。

• 普段聞かない話だったので、難しく感じることも
あったが、良い刺激になりました。

 食品安全のための「協働」の考え方を改めて
業界で広めていきたいと思いました。

• 初めて参加させていただくということもあり、FCP
とはどのようなことをするのかわかりませんでし
たが、今回の講演を聞いてイメージすることが
できました。

• FCPで話し合う領域は非常に広そうに感じた
ので、今後楽しみです。

• 全体感を理解できました。
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2‐3．アンケート結果 （ワークショップについて）
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ａ）①チーム内交流について
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ｂ）②全体交流（名刺交換会）について

多くの気付きがあった
36%

気付きがあった
59%

普通
5% 十分交流できた

15%

交流できた
49%

普通
5%

やや不十分だった
24%

難しかった
7%

 他の方の意見、アドバイスが参考になった。
 各自、フードチェーン内での立ち位置は異なる
が、悩みや課題（業務上の）は似通っている
と思った。

 自分は川上側の視点、課題認識しかなく、飲
食店の品証やオペレーションの課題など、自分
の領域外の視点を得られて新鮮だった。

 何について話すのかがよく分からず、もう少し自
由に話をすればよかった。

• みなさんと1通りお話しできたのは嬉しいです。
• 忙しかったが、楽しかったです。
• 80人と一度に名刺交換したのは初めての経験。
 1人30秒ちょっと無理があったように思える。
 Web参加だったので、十分な交流はできません
でした。

 時間が短く、もう少し交流したかった。
 時間がなく、ルールが曖昧であると感じた（でも
楽しかったです！）
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2‐4．アンケート結果 （全体を通しての感想）
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非常に満足
25%

満足
59%

普通
7%

やや不満
2%

未回答
7%

• 規模の大きさを実感しました。幅広い知識を吸収
して、業務に活かせるようにしていきたいです。

• 様々な企業の方と話し合い、協働しながら食品
安全を含めて業界について考えることは意義があ
るものだと感じました。

 少し人数が多く話し合いが難しい一面もありますが、
上手く全員の意見を伝えられるようにしたいです。

• 異業種の人（特に飲食業界）と交わることができ
て面白かった。新鮮だった。

 自分の市場価値を高められるように、いろいろな
情報を共有したいと思いました。

 せっかく異業種と交わることができる機会なので、積
極的に意欲的に取り組みたい。

 リモートでの参加だったため、途中で接続状況が
悪くなり数回退出してしまいました。退出してしまっ
た時の内容が聞くことができませんでした。

 リモートでの参加だったため、皆さんと上手くコミュ
ニケーションをとることができませんでした。

 時間配分は難しいところだと思いますが、予め反映
させていただければと思います。次の講演ももう少
し聞いてみたい部分がありました。
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3-1． 講演： 「FCPとは」 全コメント
• リモートでの参加だったため、途中で接続状況が悪くなり数回退出してしまいました。退出してしまった時の内容が聞くことができませんで
した。

• 椅子の向きを変えるタイミングがなく聞きづらかった
• 時間配分は難しいところだと思いますが、予め反映させていただければと思います。次の講演ももう少し聞いてみたい部分がありました。
• 物事を色んな視点で見て理解し、行動に移していければと思います。
• 「予測できないことを予測する。」というお言葉を大切にしたいと思います。
• 過去のFCPのお取組について説明いただけたのがよかった
• 外食や製造がアウトソーシングされ複雑化されるなかでFCPとして工場監査項目や展示会・商談会シートの共有化に取り組み、食に
対する信頼の向上に取り組んでいることを学びました。その中で問題に対して協働することの大切さも学べました。

• 自分の市場価値を高められるように、いろいろな情報を共有したいと思いました。
• フードシステム等の抽象的なイメージだったものが、言語化できました。
• 協働から最終的にイノベーションにつなげる取組であり、自身も積極的に参加していこうと思いました。
• 協働に共感を覚えました。
• 会社内で聞く共創という考え方が業界全体の潮流であることがよく分かった
• ワークショップを始める前にFCPの意義や協働の取り組みについて知ることができて良かったです。
• FCPに取り組むうえでのマインドセットを構築できた。
• 一年を通して仕事に生かせることを学びたいです。
• 今後は「共助」をより大切にし、意識してフォーラムに参加していこうと思いました。
• どのように参加するかを改めて考え、FCPへの参加を自分の成長と、食の安全への取組につなげていけるようにしたいと思いました。
• 食品安全のための「協働」の考え方を改めて業界で広めていきたいと思いました。
• FCPを主体的に参加したいと思いました。ご講演ありがとうございました。
• 事前に神井さんの説明があったので、今日はおおよそ理解できた状態で臨むことができた。
• 目的は理解できたと思います
• 話の内容はもちろん、お話しされた方に非常に上手で聞いていて楽しかったです。
• 今後さらに理解を深めたいと思います。
• HPなどを見て、理解を深めたいと思う
• FCPの基本的な考え方や方針を改めて確認することができました。
• 普段聞かない話だったので、難しく感じることもあったが、良い刺激になりました。
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3-2． 講演： 「FCP若手フォーラムについて」 全コメント
• 初めて参加させていただくということもあり、FCPとはどのようなことをするのかわかりませんでしたが、今回の公演（記載まま）を聞いて

イメージすることができました。
• 最初にお話しを聞いた時は少し堅いのかなと思っていたのですが、広い視野を持って自由な発想が大事と聞いてすごくワクワクしまし

た。
• 説明が飛び飛びだったが、理解できた
• 昨年の発表資料見てみます
• 積極的に参加していきたいです。
• 活動内容について、10分という短い時間で理解することができた。ありがとうございます。
• 短い時間でしたので資料を読み返したいと思います。ありがとうございました。
• 全体感を理解できました。
• FCPで話し合う領域は非常に広そうに感じたので、今後楽しみです。
• まだ理解しきれていない
• FCPについてどういうものか理解することができました。
• せっかく異業種と交わることができる機会なので、積極的に意欲的に取り組みたい。
• 他社の方々と課題などを考える機会はないと思うので。これから1回1回を有意義なものにしたいと思います。
• 今後は目的をもって参加したい
• 来月も目標を決めて頑張ります
• 目的をもって、当会に参加しようと思いました。
• チームメンバーと協力して、1年間学んでいきたいと思います。
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3-3．ワークショップ：チーム内交流について 全コメント
（次ページにつづく）

• リモートでの参加だったため、皆さんと上手くコミュニケーションをとることができませんでした。
• 仕事以外の内容も幅広く話すことができて、より今後の楽しみになる交流の場となりました。
• 様々な部署の方がいたので、これからが楽しみになった
• 同業の方と話せてよかったです。
• 他の方の意見、アドバイスが参考になった
• 多様な意見、考え方にふれてとても刺激になりました。
• 多くの刺激を受けることができました。
• 他社の方々と社会の悩みや食品業界の問題点に関して情報共有する機会はあまり無い中で、皆さんと色々な意見を出しあえたので

良かったです。
• もっと皆さんの意見を聞いていきたいと思います。
• 社内でも部署の違いから意見がまとまらない等、同じ悩みを持っている人が多くいることがわかり、情報共有をこれからしていきたいと感

じました。
• 省HPより東京都HPと指摘があり、考えるべきだと思った。
• 他社の方々も自分と同じ悩みを抱えている事を知ることができました。1年を通じて色々と意見交換できるといいと思いました。
• 自発的な参加ができるように目標を決めたいです。
• 悩みや困っていることが似ていて、チーム内外の交流を通して解決のヒントが見つかれば良いなと思った。業務上の悩みなどもだが、もっ

とざっくばらんに話せたらよかった。
• コミュニケーションをとることができました
• 同じ、異なる境遇の方と様々で、コネクションができることが素晴らしいと思いました。
• 対面（チームメンバー全員）だったので、やりやすかった。
• 意識次第かと感じたため、目標をもってとりくみたい。
• 何について話すのかがよく分からず、もう少し自由に話をすればよかった。
• 各自、フードチェーン内での立ち位置は異なるが、悩みや課題（業務上の）は似通っていると思った。これから皆で話し合って良い方

法を見つけていきたい。
• 内部の見方の人が多かった。
• 色々な人の意見が聞けて良かったが、次回以降もよく話し合って深堀していきたい。
• 他分野の職種や業務を知ることができた。



http://www.maff.go.jp/j/shokusan/fcp/index.html

• 金融機関からの参加が珍しいので、価値を示せるように取り組みたいです。
• 似たような悩みを共有できた。新しい発見もありました。これからもっと探し情報交換をして自分の業務にいかしていきたい。
• チームメンバーと抱えている悩みや課題を共有しました。もっとゆるい雑談をしてもよかったなと思いました。
• 自身と関わりのなさそうな部署・業界の目さんはとても参考になった。
• Q6と同じ
• あまり話せませんでしたが、交流できました。
• 自分は川上側の視点、課題認識しかなく、飲食店の品証やオペレーションの課題など、自分の領域外の視点を得られて新鮮だった。

3-3．ワークショップ：チーム内交流について 全コメント
（つづき）
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3-4．

• リモートでの参加だったため、自ら積極的に名刺交換をしに行くことが出来ませんでした。
• 時間もう少し欲しかったです。ですが、みなさんと1通りお話しできたのは嬉しいです。
• お名前とご挨拶で精一杯で仕事内容まで聞くことができませんでした。
• 1人30秒ちょっと無理があったように思える
• 忙しかったが、楽しかったです。
• 2回か、3回に分けて行えば良いと思った
• 30秒が短かったです。
• もう少し時間が欲しかったです！
• 一部、名刺を交換できなかった方がいましたので、次回交換しようと思います。
• Web参加だったので。十分な交流はできませんでした。
• かなりバタバタとしてしまい、交流が難しかった。各回に1チームごとなど日を若手実施の方がより深く交流できるかも？
• 時間がなかったので、また時間があるときにいろいろな方とお話ししたいです。
• 参加者全員と交流させていただきありがとうございます。
• 限られた時間できしたので、別チームの方とは交流があまりできませんでした。
• 時間制約が厳しいと感じた。時間が短ければ完全に機械的に、交流が目的であればもう少し時間がほしいと感じた。
• 時間がなく、ルールが曖昧であると感じた（でも楽しかったです！）
• 時間がたりず、名刺交換できないメンバーがいたので、
• 人数が多かったため、スムーズ
• 名刺交換の時間がなかった。
• 時間が足りなかった。お世話になっている会社の方が多く、もっと時間が欲しい。
• 30秒間の挨拶は貴重
• 80人と一度に名刺交換したのは初めての経験でした。
• 全員が時間を守っていない。（ペンで書くなどの補足作業で列が詰まっていた）
• 時間はかかるかもしれないが、もう少しお話する時間が欲しかったです。
• あわただしかったが、第1回の交流のきっかけとなり良かった。
• 全員と一回ずつ交流できたことが良かった。

3-４．ワークショップ：全体交流（名刺交換会）について
全コメント（次ページにつづく）
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3-4． Q5. 全コメント （つづき）
• 時間が短く、もう少し交流したかった。
• 名刺を渡す作業がメインになってしまい、交流は時間が足りなかったです。
• 時間がもう少し欲しい
• もう少し時間がほしかったです。
• やり方については次回以降改善されればと思います。
• 多くの方とたくさんお話できてよかったです。
• ただ時間が短く
• 大変だった

3-４．ワークショップ：全体交流（名刺交換会）について
全コメント（つづき）
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3-5． 全体を通しての感想 全コメント

• 普段岡山に住んでいるため、なかなか会場に足を運ぶことができないかもしれませんんが、FCＰに参加することで様々な考えかたや
知識を吸収し、視野を広げて行けたらと思います。会場に行けることが出来た際には、皆さんと直接いろいろなお話をしてみたいです。

• 業態や部署が様々で講演でもありましたように、規模の大きさを実感しました。幅広い知識を吸収して、業務に活かせるようにしてい
きたいです。

• 初回のフォーラムで緊張しておりましたが、参加者のみなさんと交流ができて不安が楽しみになりました。これからよろしくお願いします。
• 他のグループの方とも交流していきたいと思いました。
• まだ、FCPについて理解は完璧ではないのですが、様々な企業の方と話し合い、協働しながら食品安全を含めて業界について考え

ることは意義があるものだと感じました。
• もっとたくさん話ができればいいと思います。これからよろしくお願いします。
• 別会社で同じような仕事をされている方がたくさんいらっしゃったので今後の活動でお話を伺えるのが楽しみです。また、別の業務をさ

れている方のご意見から気づくこことが多くありそうです。
• 次回もよろしくお願いいたします。
• これからよろしくお願いいたします。
• 少し人数が多く話し合いが難しい一面もありますが、上手く全員の意見を伝えられるようにしたいです。
• 最初の挨拶から時間が過ぎていた。
• 現職だと社外の人と関わるチャンスが少ないため、このような機会があり本当に大切な時間にしたいと思います。
• 名刺交換が非常に大変でした。事前課題にも真剣に取り組みます。
• 他社の方とお会いできてよかったです。1年間よろしくお願いいたします。
• ファシリテートの方針を統一いただければと感じました。
• 異業種の人（特に飲食業界）と交わることができて面白かった。新鮮だった。
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